
当資料は、変額個人年金保険における各特別勘定のユニット・プライスの推移を示したものです。なお、当資
料中の運用実績に関するグラフ及び数値は、あくまで過去の実績であり、将来の成果を示唆あるいは保証
するものではありません。

■ 特定保険契約に関する注意事項
本資料に記載している商品のご契約は、お客様からお預かりした保険料を特別勘定で運用するもので、金
融商品取引法の販売・勧誘ルールの準用対象となる特定保険契約に該当します。 お申込みに際しては、
「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報）」をご契約前に十分にお読みいただき、投資リスクや負
担いただく諸費用等の内容についてご理解・ご了解ください。

※各商品別の詳細に関して、添付の「ご注意いただきたい事項―大切なことがら」を必ずご覧ください。

特別勘定マンスリーレポート
特別勘定の現況

変額個人年金保険

2013年2月
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年率

グローバル株式型 1.36% 21.25% 34.70% 28.51% 39.60% ▲16.51% 25.11% 2.14%

グローバル債券型 0.34% 8.73% 14.72% 11.90% 11.02% 1.19% 26.72% 2.26%

過去３年 過去５年 　設定来

騰落率 (単位：％）

過去６ヵ月 過去１年過去１ヵ月 過去３ヵ月

年率

グローバル株式型 2002年8月1日 108.16387931 1.24% 20.86% 33.91% 26.91% 34.79% ▲24.51% 8.16% 0.74%

グローバル債券型 2002年8月1日 109.77931159 0.22% 8.34% 13.93% 10.30% 6.22% ▲6.82% 9.78% 0.89%

　設定来過去１ヵ月 過去３ヵ月 過去６ヵ月 過去１年 過去３年 過去５年

騰落率 (単位：％）
運用開始日

ユニット・
プライス

ユニット・プライス推移
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グローバル株式 グローバル債券

主に世界各国の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。原則として、為替ヘッジは行い
ません。

（注）変額個人年金保険の騰落率は、保険関係費用控除後の騰落率です。
       ユニット・プライスとは特別勘定資産の1ユニット（1口）に対する価格のことで、特別勘定の運用を開始した時点を
       「100」として指数化したものです。

（注）保険関係費用控除前の騰落率は、あくまで参考値であり、『特別勘定騰落率+（保険関係費用1.6％（年率）×
（騰落率計算期間）/365）』で算出しています。

（参考値）保険関係費用控除前

主に世界各国の公社債などに分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。原則として、為替ヘッジ
は行いません。

グローバル
株式型

グローバル

債券型

運　　　　用　　　　方　　　針

騰　　　　落　　　　率

（2/28）

当資料に関する「ご注意いただきたい事項－大切なことがら」を5/5ページに掲載していますので必ずご参照ください。

■将来の投資成果を保証するものではありません。
当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。
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 グローバル株式型
※保険関係費用
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3ヶ月 6ヶ月収益率 １ヶ月
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ユニット・プライスの推移 ユニット・プライスの収益率

特別勘定資産内訳

ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時
点を「100」として数値化したものです。

主に世界各国の株式に分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。　原則として、為替ヘッジは行いません。
MSCI WORLDインデックス(注)を上回る投資成果を目指します。

(注) ＭＳＣＩ WORLDインデックスとは、MSCI Inc.が提供する指数で、
日本を含む主要各国の株式を包括的に表した指数です。

グローバル成長株ファンド
【参考】主な投資対象の投資信託の運用状況（出所：日興アセットマネジメント株式会社）

<運用コメント>
　２月のグローバル株式市場は、概ね横這いとなりました。米国市場は、月前半はISM製造業景況指数など経済指標が良好であったことから上昇
しました。月後半にはFOMC議事録で資産購入に対する見解が分かれていたことや、イタリア総選挙に起因する信用不安再燃への懸念により下落
基調となるものの、月末にバーナンキFRB議長が金融緩和策に肯定的な考えを示したことで値を戻しました。欧州市場は方向感の欠ける動きとな
りました。イタリア政局を巡る不透明感やユーロ圏GDPが市場予想を下回ったことを嫌気して下落して始まりました。月後半にはイタリア総選挙の
結果を受けて再選挙の可能性が取り沙汰されたことにより下落する局面もあったものの、ドイツの景況感の改善などを背景に底堅い動きとなりま
した。
　このようななか、ボトムアップによる銘柄選択に基づき、情報技術セクターなどの銘柄を積み増した一方、資本財・サービスセクターおよび一般消
費財・サービスセクターなどの保有銘柄を売却しました。情報技術セクターでは、分析データとビジネス用アプリケーションを提供する米国の会社を
新たに組み入れました。企業はストレージ能力を増やす必要があり、データの増加が成長の原動力の一つである同社の売上げは加速すると見て
います。資本財・サービスセクターではスイスの輸送・物流大手を全株売却し、一般消費財・サービスセクターではイタリアの高級ブランドを一部売
却して利益を確定しました。
　２月末現在、ベンチマーク対比でオーバーウェイトとしているセクターは、情報技術、一般消費財・サービス、対してアンダーウェイトとしているの
は金融、エネルギー、および公益事業などです。
　今後も銘柄選択ならびにセクター選択を重視し、世界のリーディング･カンパニーの経営陣との面談を続け、社内のリサーチ資源を幅広く活用し、
徹底的なボトムアップ調査を行なっていきます。世界的な競争力を有し、地域市場におけるリーダー格の、質の高い成長型企業を選別し、投資を

行ないます。

＜株式組入上位５カ国＞

1 アメリカ 59.5%

2 フランス 5.3%

3 日本 3.2%

4 スイス 2.8%

5 イギリス 2.8%

＜資産構成比＞

1 国内株式（先物含む） 3.2%

2 外国株式（先物含む） 93.2%

3 ＣＢ 0.0%

4 公社債 0.0%

5 現金その他 3.6%

当資料に関する「ご注意いただきたい事項－大切なことがら」を5/5ページに掲載していますので必ずご参照ください。

■将来の投資成果を保証するものではありません。
当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。
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＜基準価額の騰落率＞
1ヶ月 ３ヶ月 6カ月 1年 ３年 設定来

グローバル成長株
ファンド  1.40%  21.49%  35.23%  29.19%  41.69%  24.26%

ＭＳＣＩ ワールド

インデックス  0.78%  19.91%  29.49%  23.15%  28.79%  16.70%

＜株式組入上位10銘柄（銘柄数　83銘柄）＞

銘    柄 通貨 業種  比率

1 JPMORGAN CHASE & CO アメリカドル 各種金融 2.3%

2 GILEAD SCIENCES INC アメリカドル 医薬品・バイオテクノロジー 1.9%

3 LOWE'S COS INC アメリカドル 小売 1.8%

4 SAFRAN SA ユーロ 資本財 1.8%

5 APPLE COMPUTER INC アメリカドル テクノロジー・ハードウェア 1.7%

6 ROCHE HOLDING AG-GENUSSCHEIN スイスフラン 医薬品・バイオテクノロジー 1.7%

7 UNILEVER NV-CVA ユーロ 食品・飲料・タバコ 1.7%

8 ANHEUSER-BUSCH INBEV NV ユーロ 食品・飲料・タバコ 1.7%

9 GOOGLE INC-CL A アメリカドル ソフトウェア・サービス 1.6%

10 SPRINT NEXTEL CORP アメリカドル 電気通信サービス 1.6%

※ 「株式組入上位５ヵ国」「株式組入上位10銘柄」の比率は、マザーファンドの状況で、対純資産総額比です。

     「資産構成比」はマザーファンドの投資状況を反映した実質の組入比率です。

＊当ﾌｧﾝﾄﾞの設定日は２００１年１０月２日です。
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合 計
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ユニット・プライスの推移 ユニット・プライスの収益率

特別勘定資産内訳

ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時
点を「100」として数値化したものです。

主に世界各国の公社債などに分散投資することによって、中長期的な成長を目指します。　原則として為替ヘッジは行いません。
シティグループ世界国債インデックス(注)を上回る投資成果を目指します。

(注)シティグループ世界国債インデックス とは、シティグループ・グローバル・マーケッツが算出・公表している指数で、
世界主要国の国債の総合利回りを各市場の時価総額で加重平均した指数です。

グローバル・ボンド・ファンドVA
<適格機関投資家専用＞

【参考】主な投資対象の投資信託の運用状況（出所：アバディーン投信投資顧問株式会社）

＜基準価額の騰落率＞
1カ月 3カ月 6カ月 1年 3年 設定来

グローバル・
ボンド・ファンドＶＡ

 0.35%  8.84%  14.96%  12.17%  11.57%  32.34%

シティグループ
世界国債インデックス

  ▲0.14%  8.10%  14.38%  12.43%  14.69%  45.49%

＜債券組入上位10銘柄 (銘柄数　91銘柄)＞

銘    柄 通貨 償還日 クーポン 格付  比率

1 アメリカ国債 USD 2017/11/30 2.250 AAA 6.43%

2 日本国債 JPY 2014/6/20 1.600 AA- 3.90%

3 スペイン国債 EUR 2016/10/31 4.250 BBB- 3.67%

4 アメリカ国債 USD 2023/2/15 2.000 AAA 3.41%

5 日本国債 JPY 2018/9/20 2.300 AA- 2.93%

6 アメリカ国債 USD 2015/11/15 4.500 AAA 2.49%

7 日本国債 JPY 2017/6/20 1.900 AA- 2.46%

8 日本国債 JPY 2015/6/20 1.300 AA- 2.44%

9 スウェーデン国債 SEK 2022/6/1 3.500 AAA 2.41%

10 日本国債 JPY 2025/6/20 2.100 AA- 2.34%
投信の純資産総額に対する比率

＜債券地域別投資比率上位5＞

1 日本 26.10%

2 ｱﾒﾘｶ 19.42%

3 ﾌﾗﾝｽ 8.57%

4 ｲｷﾞﾘｽ 7.28%

5 ｽﾍﾟｲﾝ 4.94%
投信の純資産総額に対する比率

<運用コメント>
運用概況
通貨配分は、イタリア総選挙の結果から政局不安や財政悪化への懸念が生じユーロは下落しましたが、主要通貨への配分はベンチマークに近
いことで全般的な寄与には中立でした。地域/国別配分は、引き続きユーロ圏およびドル圏など地域内でのポジションはベンチマークに準じてい
ますが、大きく金利の上昇したイタリアへのアンダーウェイト等からプラス寄与となっています。修正デュレーションは全体としてベンチマークと同
水準とし、利回りの低下した米国では長期化によりプラスでしたが、イタリアでは長期化によりマイナス寄与しました。上記要因等により、ポート
フォリオ全体のパフォーマンスはベンチマークを上回りました。

運用方針
国内債券・海外債券の投資ウェイトは、ユーロ高および円安の進行を見極めつつ中立を維持する方針です。海外債券部分につきましては、ユー
ロ圏を中立、米国をアンダーウェイト、オーストラリアをオーバーウェイトし、その他地域は中立とする予定です。なお、修正デュレーションについ
ては、国内・海外債券ともにベンチマークと同水準にしていく予定です。

＜債券通貨別投資比率上位5＞

1 ユーロ 27.94%

2 日本円 26.10%

3 米ドル 24.15%

4 英ポンド 5.57%

5 ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ 3.07%
投信の純資産総額に対する比率

当資料に関する「ご注意いただきたい事項－大切なことがら」を5/5ページに掲載していますので必ずご参照ください。

■将来の投資成果を保証するものではありません。
当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。
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■変額個人年金保険にかかわる諸費用について

▼ご注意いただきたい事項 ― 大切なことがら

引受保険会社 アクサ生命保険株式会社

変額個人年金保険は現在販売しておりません。

【お問い合わせ先】

◇ その他お客さまにご負担いただく手数料には、信託事務の諸費用等、有価証券の売買委託手
    数料および消費税等の税金がかかりますが、費用の発生前に金額や割合を確定することが困
    難なため表示することができません。また、これらの費用は各特別勘定がその保有資産から負
    担するため、基準価額に反映することとなります。したがって、お客さまはこれらの費用を間接
    的に負担することとなります。
■元本欠損が生じる場合があります
◇解約の時期、被保険者の契約年齢等の諸条件により、ご契約者等が受け取る金額の合計額が、
   お払込保険料の合計額を下回る場合もあります。
◇保険会社の業務または財産の状況の変化により、年金額､給付金額､解約払戻金額等が削減さ
   れることがあります。
■ 投資リスクについて
◇ この保険の据置（運用）期間中の運用は特別勘定で行なわれます。特別勘定資産の運用実績
    に基づいて年金額、死亡給付金額、解約払戻金額等が変動（増減）します。特別勘定資産の
    運用は、株式および公社債等の価格変動と為替変動等に伴なう投資リスクがあり、運用実績
    によってはお受け取りになる年金額や解約払戻金額の合計額が一時払保険料を下回ることが
    あります。これらのリスクはすべてご契約者に帰属します。

…年率1.6％

資産運用関係費 グローバル株式型
… 年率1.155％程度

グローバル債券型
… 年率0.441％程度

毎月500円

積立金額に対して
… 10％～1％

（経過年数に応じ）

※ 将来変更され
ることがあります。

契約管理費

解約時に積立金（減額時は
減額に相当する積立金）か
ら控除します。

据置（運用）期間中、特別
勘定の資産総額に対して
年率/365日を積立金から
毎日控除します。

特別勘定の管理・運用にか
かる費用（特別勘定の運用
対象となる投資信託の信託
報酬等を含みます。）

据置（運用）期間中、各特
別勘定の運用対象となる投
資信託において、信託財産
に対し左記の率を乗じた金
額が、信託報酬として毎日
控除されます。

基本保険金額が100万円未
満のご契約に対し、保険契
約の維持、管理に必要な費
用

ご契約時は一時払保険料
から、以降の据置（運用）期
間中は月単位の契約応当
日始に積立金から控除しま
す。

解約控除 解約または減額するときに
必要な費用

年金支払開始日以降、年
金支払日に控除します。

項目 目的 費用 ご負担いただく時期
保険関係費 保険契約の締結、維持およ

び管理等に必要な費用（死
亡給付金､災害死亡給付金
を支払うための費用を含み
ます。）

特別勘定の資産総
額に対して

年金管理費
※ 将来変更され
ることがあります。

年金の支払・管理等に必要
な費用

支払年金額に対し
て
…1％

【引受保険会社】
　アクサ生命保険株式会社
　〒108-8020　東京都港区白金1-17-3
　TEL 0120-933-399
　アクサ生命ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.axa.co.jp/life/
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